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第
14
号 

 

平
成
二
六
年(

二
〇
一
四)

一
〇
月
二
二
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

      
 
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

嵐
山
町
宝
薬
寺
の
算
額 

 

十
月
十
九
日
、
嵐
山
町
宝
薬
寺
の
算
額
、
深
谷

市
人
見
の
清
水
吉
弥
の
碑
、
同
じ
く
深
谷
市
の
原

郷
の
斎
藤
半
次
郎
の
碑
を
訪
ね
よ
う
と
腰
痛
を
押

し
て
出
か
け
ま
し
た
。 

結
論
か
ら
言
え
ば
、
二
勝
一
敗
、
い
や
一
勝
二

敗
か
。
清
水
吉
弥
の
碑
は
全
く
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
斎
藤
半
次
郎
の
碑
は
見
つ
か
り
ま
し
た

が
敷
地
内
の
藪
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
正
面
か
ら

見
る
こ
と
が
出
来
な
い
位
置
に
あ
り
、
結
局
道
路

側
か
ら
壁
越
し
に
少
し
見
え
る
碑
の
姿
し
か
撮
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

狙
い
の
算
額
は
拝
見
で
き
ま
し
た
が
、
三
脚
を

忘
れ
た
た
め
、
暗
い
薬
師
堂
内
で
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ

撮
影
す
る
と
微
妙
に
文
字
は
ぶ
れ
て
し
ま
い
少
々

苦
労
し
ま
し
た
。 

こ
の
嵐
山
町
越
畑
の
宝
薬
寺
薬
師
堂
の
算
額
の

存
在
を
知
っ
た
の
は
、一
年
程
前
の『
埼
玉
史
談
』

に
掲
載
さ
れ
た
高
柳
茂
氏
の
「
嵐
山
町
宝
薬
寺
の

算
額
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
早
く
訪
ね
た
い
と
思

い
つ
つ
、

今
に
な
っ

て
し
ま
い

ま
し
た
。

宝
薬
寺
は

無
住
で
あ

り
、
近
く

の
金
泉
寺

が
管
理
さ

れ
て
い
る

よ
う
な
の

で
、
事
前

に
算
額
の

見
学
を
電
話
で
お
願
い
し
た
ら
、「
算
額
は
薬
師
堂

に
入
っ
て
左
上
に
あ
り
ま
す
、
鍵
は
掛
か
っ
て
い

な
い
の
で
い
つ
で
も
自
由
に
見
学
し
て
下
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
の
で
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

行
っ
て
み
る
と
そ
の
通
り
で
し
た
。算
額
の
他
に
、

俳
句
の
額
が
三
つ
ぐ
ら
い
あ
り
、
天
井
に
も
絵
が

あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
は
重
要
な
建
物
で
あ
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

自
由
に
見
学
で
き

る
の
は
嬉
し
い
で
す

が
、
今
の
世
の
中
で

は
少
し
不
用
心
で
は

な
い
か
と
心
配
で
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
失

い
た
く
な
い
の
で
す
。 

さ
て
、
こ
の
算
額

は
船
戸
庵
栄
珍(

玖)

が
文
化
九
年
（
一
八

一
二
）
に
奉
納
し
た

も
の
で
、
高
柳
氏
が

平
成
二
十
五
年
に
は

じ
め
て
紹
介
さ
れ
た

も
の
で
す
。
高
柳
氏

に
よ
る
と
、
栄
珍
は

何
と
船
戸
悟
兵
衛

(

前
号)

の
曽
祖
父
に

当
る
人
と
推
測
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
現
存

す
る
埼
玉
の
算
額
で
は
七
番
目
に
古
い
と
い
い
ま

す
。
図
や
文
字
は
明
瞭
で
あ
り
、
術
は
天
元
術
で

解
い
て
あ
り
、
正
数
は
赤
色
、
負
数
は
黒
色
で
表

わ
し
て
い
ま
す
。 

問
題
は
図
の
よ
う
な
三
つ
の
正
直
方
体
（
底
面

は
正
方
形
）
の
体
積
が
与
え
ら
れ
た
時
の
各
辺
の

長
さ
を
求
め
る
ご
く
初
歩
的
な
問
題
で
す
。但
し
、

図
か
ら
は
犬
走
が
二
辺
の
み
の
よ
う
に
見
え
ま
す

図１．宝薬寺薬師堂（平成 26年 10月撮影） 

図２．宝薬寺の算額（平成 26年 10月撮影） 
       （縦 40.8㎝、横 135㎝） 
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が
実
は
四
辺
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
坪
（
こ

こ
で
は
体
積
の
こ
と
）
は
間(

け
ん)

、
長
さ
は
尺
を

利
用
し
て
い
て
単
位
が
一
様
で
な
い
か
ら
注
意
を

要
し
ま
す
。
数
字
の
記
法
は
天
元
術
に
従
っ
て
い

ま
す
が
、
一
ヶ
所
そ
の
色
使
い
が
間
違
っ
て
い
る

個
所
が
あ
り
ま
す
。
解
き
方
は
以
下
に
示
す
よ
う

に
、現
代
の
数
学
と
同
じ
手
法
で
す（
図
５
参
照
）。

但
し
二
次
方
程
式
を
立
て
る
と
こ
ろ
ま
で
し
か
書

か
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 
 

                     
    

 

                

な
お
、
術
文
に
続
い
て
門
人
四
十
名
の

名

前
が
二
段
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
示
し
ま
す
。 

（
上
段
） 

當
国
中
爪
村 

 
 
 

 

細
井
半
蔵 

同 

福
田
村 

 
 
 

 

井
上
門
兵
衛 

同 

當
村 

 
 
 
 

 

強
瀬
傳
右
衛
門 

同
邑 

 
 
 
 
 

馬
場
宇
兵
衛 

同 

太
郎
丸
村 

 
 
 

田
幡
太
四
郎 

同 

奈
良
梨
村 

 
 
 

鈴
木
文
左
衛
門 

同 

押
切
村 

 
 
 
 

笠
原
忠
右
衛
門 

同 

大
谷
村 

 
 
 
 

小
山
関
左
衛
門 

同 

人
見
村 

 
 
 
 

清
水
伊
八
郎 

図５．術文の解説 

図４．算額の図（右）と術文（左）の写真 

図３．算額の問題（算木は色の薄いのが赤色で正数、黒が負数を示す） 

いる。き出してこれを解いてを導

（和算では順序が逆）こうして、

となる。つまり、する。

を掛けたものに＝めに但し単位を合わせるた

する。

坪に等しいと、これが与条件のを掛けて、体積を求め

に高さの乗を加えあわせ、それ以下、甲、乙、丙の二

）とすること。丙の辺長を（

とするのは、走を倍にして減じて丙すること。それから犬

）と（いうのは、乙の辺長をのを減じて乙とすると

たもそれから犬走を倍にし）とするという意味。（

長を－というのは、甲の辺天元の一を立て甲広〇
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同 
鎌
形
村 

 
 
 
 

長
嶋
兵
喜 

同 
長
瀬
村 

 
 
 
 

亀
井
重
右
衛
門 

同 

小
川
村 

 
 
 
 

西
沢
与
七
郎 

同
邑 

 
 
 
 
 

内
田
源
八
郎 

八
幡
山
長
浜
宿 

 
 
 

柴
田
庄
治
郞 

同
所 

 
 
 
 
 
 
 

久
米
喜
平
治 

西
上
州
長
根
宿 

 
 
 

新
井
彦
太
郎 

 
 
 

同
所 

 
 
 
 
 

丸
亀
市
助 

      

同
所 

 
 
 
 
 

内
藤
源
蔵 

 

同
州
吾
妻
郡
伊
勢
丁 

 

福
嶋
万
治
郎 

 

同 

四
万
村 

 
 
 
 

田
村
半
蔵 

  

江
戸
赤
坂
伝
馬
町 

 
 

齋
藤
弥
市 

 
    

同
所 

 
 
 
 
 

大
沢
藤
七
郎 

   

（
下
段
） 

 

西
上
州
高
崎
蓮
雀
町 

 

笠
間
喜
兵
衛 

同
州
板
花
在
ノ
銀
村 

 

竹
内
五
郎
右
衛
門 

 
 
 

同
邑 

 
 
 
 
 

井
上
小
若
治
郎 

西
上
州
渋
川
宿 

 
 

 

日
野
治
兵
衛 

同 

金
井
村 

 
 
 

 

曽
根
喜
兵
衛 

同 

牧
邑 

 
 
 
 

 

吉
田
右
左
衛
門 

東
上
州
沼
田
領
中
山
村 

五
藤
小
平
治  

同 

玉
村
在
中
嶋
村 

 

田
黒
亦
四
郎 

同 

前
橋
在
大
室
村 

 

冨
岡
又
八
郎 

同 

桐
生
町
四
丁
目 

 

小
倉
伊
右
衛
門 

同 

大
間
々
五
丁
目 
 

星
野
若
治
郎 

 
 
 

同
所 

 
 
 
 
 

同
苗
源
左
衛
門 

下
野
足
利
田
中
村 

 
 

遠
藤
八
左
衛
門 

同 

鷲
宮
水
深
村 

 
 

岡
安
勘
五
右
衛
門 

同
村 
 
 
 
 
 
 
 

桐
嶌
市
之
丞 

駿
州
富
士
郡
宮
嶋
村 

 

堅
月
庄
兵
衛 

     

同
村 

 
 
 

 
 

同
苗
源
蔵 

東
上
州
天
王
宿 

 
 
 

森
田
宗
兵
衛 

 

こ
の
門
人
の
中
で
、
中
爪
村
細
井
半
蔵
は
細
井

長
次
郎
（
一
七
九
八
～
一
八
六
〇
）
の
、
ま
た
人

見
村
清
水
伊
八
郎
は
冒
頭
の
清
水
吉
弥
（
一
八
一

九
～
九
二
）
の
先
祖
で
は
な
い
か
と
、
高
柳
氏
は

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

【
野
口
文
庫
の
紹
介
】 

 

「
探
賾

た
ん
さ
く

算
法
」 

『
探
賾
算
法
』
は
剣
持
章
行
が
天
保
十
一
年（
一

八
四
〇
）
に
著
し
た
刊
本
で
す
。
剣
持
が
内
田
五

観
に
入
門
し
た
の
は
五
十
歳
の
天
保
十
年
五
月
で
、

既
に
関
流
の
三
題
免
許
を
受
け
て
い
て
力
量
は
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
内
田
家
で
五
観
の
手
伝
い
を

し
な
が
ら
自
ら
の
研
究
を
行
い
一
年
後
に
著
し
た

の
が
こ
の
書
物
と
言
わ
れ
ま
す
。探
賾
算
法
は「
瑪

得
瑪
弟
加(
マ
テ
マ
チ
カ)

塾
蔵
板
」と
し
て
刊
行
し
て

い
ま
す
。 

三(

序)

・
二

(

序)

・
十
三(

本

文)

・
十
六(

附

録)

・
一(

跋)

・

二(

広
告)

丁
の

構
成
。
内
表
紙

は
豫
山
剣
持
先

生
著
・
逸
齋
野

村
先
生
訂
と
あ
り
ま
す
。
逸
齋
野
村
は
野
村
貞
處

の
こ
と
で
あ
り
、
五
観
の
門
人
で
す
。
最
初
の
序

は
谷
松
茂
（
五
観
の
門
人
で
大
垣
の
人
）、
次
の
序

は
徳
島
の
有
力
和
算
家
小
出
脩
喜
に
な
る
も
の
で
、

「
阿
波 

天
文
生 

小
出
脩
喜
撰
」
と
あ
り
ま
す
。

小
出
は
宮
城
流
、
関
流
、
最
上
流
、
和
田(

寧)

の

四
伝
皆
伝
と
称
し
、
暦
術
に
も
造
詣
の
深
い
人
で

す
（
平
山
『
和
算
の
歴
史
』）
。
跋
は
藤
田
貞
升
（
貞

資
孫
）
で
す
。 

こ
の
書

も
難
問
が

多
い
。
本

文
は
転
距

軌
跡
の
問

題（
七
問
）

や
穿
去
積

の
問
題
な

ど（
八
問
）

と
、野
村
貞
處
の
門
人
の
自
問
自
答
問
題（
八
問
）

が
あ
り
、
附
録
に
は
「
官
算
儒
観
齋
内
田
先
生
門

人
施
術
」
と
し
て
二
十
七
問
が
あ
り
ま
す
。
附
録

九
丁
ウ
に
は
亀
円
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
五
観
の

門
弟
小
川
金
蔵
師
房
の
弟
子
で
桑
名
藩
庭
山
成
蔵

俊
が
天
保
九
年
に
桑
名
春
日
明
神
に
奉
掲
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
は
大
輪
の
周
上
を
小
輪
の
中
心
が

旋
回
す
る
と
き
に
小
輪
の
周
上
の
黒
点
が
描
く
軌

跡
を
亀
円
と
し
た
問
題
で
す
。
亀
円
の
軌
跡
長
は

大
輪
径
と
小
輪
径
の
２
倍
を
＋
－
し
た
も
の
を
長

径
短
径
と
す
る
側
円
（
楕
円
）
の
周
長
と
あ
り
、

実
際
に
計
算
し
て
み
る
と
二
十
五
寸
五
二
六
九
九
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八
八
六
有
奇
は
全
て
正
し
い
。
亀
円
の
面
積
は
下

の
式
の
よ
う
に
非
常
に
簡
単
に
表
さ
れ
る
こ
と
に

驚
き
ま
す
。 

な
お
、
術
文
の
終
り
に
「
若
黒
点
左
旋
小
輪
則

以
大
円
周
積
為
成
象
周
積
也
」
と
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、若
し
小
輪
に
則
し
て（
つ
ま
り
右
旋
し
て
）

黒
点
が
左
旋
し
た
場
合
の
周
長
と
面
積
（
成
象
周

積
）
は
大
円
の
周
長
と
面
積
に
等
し
い
と
あ
り
ま

す
。 

 【
島
野
達
雄
氏
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
】 

小
出
脩
喜
の
序
の
解
読 

そ
れ
数
は
天
地
に
あ
り
、
術
は
人
間
に
あ
り
、

而
し
て
そ
の
術
に
疎
密
あ
り
。
け
だ
し
我
が
算
数

の
密
な
る
、
自
（
お
の
ず
か
）
ら
西
土
の
人
に
卓
越

す
る
所
以
は
、
固
（
も
と
）
よ
り
、［
平
出
］
皇
国
神

伝
、風
土
精
美
の
気
、万
国
に
秀
で
た
る
に
因
（
よ
）

る
の
み
。
こ
れ
を
も
っ
て
古
（
い
に
し
え
）
よ
り
、

斯
（
こ
）
の
道
に
達
す
と
称
す
る
も
の
の
尠
（
す
く

な
＝
少
）
か
ら
ず
と
な
す
。
近
来
の
士
、
観
斎
内
田

先
生
、
余
が
同
門
の
長
者
に
し
て
、
玄
虚
空
玅
（
し

ょ
う
＝
妙
）
の
真
理
に
入
り
、
及
び
、
天
文
地
理
航

海
の
学
に
達
す
。
じ
つ
に
先
師
日
下
先
生
の
門
に

お
い
て
、
衆
士
に
冠
た
る
者
（
ひ
と
）
な
り
。
頃
（
こ

の
ご
ろ
）
上
毛
の
人
、
剣
持
成
紀
、
来
り
て
観
斎
氏

に
寓
し
、
探
賾
算
法
を
著
す
。
そ
の
書
た
る
や
、

円
理
豁
術
の
奇
巧
、
天
元
演
段
の
玄
妙
、
斯
（
こ
）

の
道
の
美
を
済
（
な
）
す
と
謂
い
つ
べ
し
。
ま
た
見

つ
べ
し
、
観
斎
先
生
の
有
志
の
人
を
佐
（
た
す
＝
助
）

け
て
、
こ
の
道
に
力
あ
る
を
。
誰
か
、
そ
の
厚
き

を
感
ぜ
ざ
ら
ん
や
。
あ
あ
後
生
（
＝
後
進
の
者
）
、
こ

の
書
に
由
（
よ
り
）
て
、
学
ば
ば
則
、
か
の
数
の
天

地
に
あ
る
も
の
、
ま
さ
に
そ
の
蘊
奥
（
う
ん
の
う
）

を
究
む
る
に
至
る
こ
と
、
ま
た
難
（
か
た
）
か
ら
ざ

ら
ん
と
す
べ
し
。
余
、
深
く
こ
の
道
の
明
ら
か
な

る
日
、
一
日
よ
り
も
盛
ん
な
る
を
喜
ぶ
。
云
爾
（
し

か
い
う
）
。 

阿
波
、
天
文
生
、
小
出
脩
喜
撰
。 

 

藤
田
貞
升
の
跋
の
解
読 

易
に
曰
く
、
差
（
た
が
）
う
こ
と
毫
釐
な
れ
ば
、

繆
（
あ
や
ま
）
る
に
千
里
を
以
っ
て
す 

。
九
九
の
術
、

難
か
な
。
上
毛
、
剣
持
成
紀
、
九
九
を
小
野
子
巌

に
学
び
、
子
巌
、
予
が
祖
父
雄
山
（
＝
藤
田
貞
資
）

及
び
父
龍
川
（
＝
藤
田
嘉
言
）
に
学
ぶ
。
成
紀
、
質
、

馴
篤
（
じ
ゅ
ん
と
く
＝
温
厚
）
、
精
力
、
人
に
過
ぐ
。

刻
苦
淬
厲
（
さ
い
れ
い
＝
心
を
ふ
る
い
お
こ
し
物
事
に
は
げ

む
。
淬
励
。
淬
礪
）
、
将
に
古
人
、
未
発
の
蘊
（
う
ん
＝

奥
底
）
を
啓
（
ひ
ら
）
き
、
駕
し
て
こ
れ
に
上
（
の
ぼ

ら
）
ん
と
欲
す
。
譬
（
た
と
）
え
ば
猶
（
な
お
）
驥
（
き

＝
一
日
に
千
里
を
走
る
名
馬
）
の
駿
足
（
し
ゅ
ん
そ
く
）
を

歛
（
あ
つ
＝
集
）
め
て
、
も
っ
て
風
奔
（
ふ
う
ほ
ん
＝
風

の
よ
う
に
走
る
）
電
馳
（
で
ん
ち
＝
い
な
づ
ま
の
よ
う
に
駆

け
る
。
電
駆
。
電
騖
（
で
ん
ぶ
））
の
時
を
待
つ
が
ご
と

き
な
り
。学
成
り
、四
方
に
周
遊
す
る
に
及
ん
で
、

其
の
名
、
関
東
に
馳
（
は
）
す
。
共
に
先
を
争
う
者

な
し
。
実
に
関
夫
子
の
高
足
（
＝
高
弟
）
な
り
。
よ

く
其
の
師
説
を
尽
く
し
て
、
以
っ
て
一
毫
の
差
（
た

が
）
い
な
き
も
の
と
謂
う
べ
し
。
頃
（
こ
の
ご
ろ
）
新

著
、
刻
成
り
、
予
、
一
言
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
喜

ん
で
こ
れ
を
書
す
。
天
保
庚
子
孟
春 

久
留
米
、
藤
田
貞
升
、
識
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

 

先
日
、
高
校
の
同
窓
会
の
研
修
旅
行
で
富
士
山

五
合
目
に
行
き
ま
し
た
。
初
冠
雪
の
あ
っ
た
日
で

す
。
め
っ
た
に
遭
遇
し
な
い
最
高
の
快
晴
の
日
で

素
晴
ら
し
い
富
士
を
拝
み
ま
し
た
。
御
嶽
山
が
突

如
と
し
て
噴
火
し
大
変
な
惨
事
に
な
り
ま
し
た
が
、

富
士
山
の
噴
火
が
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

秋
た
け
な
わ
、
高
校
生
の
と
き
習
っ
た
短
歌
を

思
い
出
し
ま
す
。（
二
六
日
か
ら
奈
良
へ
旅
行
で
す
） 

  
 

ゆ
く
秋
の
大
和
の
国
の
薬
師
寺
の 

 
 
 
 
 

塔
の
上
な
る
ひ
と
ひ
ら
の
雲 

 

（
信
綱
） 
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